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指定管理者の指定申請書

平成30年7月25日

目黒区エコプラザの指定管理者の指定を受けたいので、関係書類を添えて

申請します。
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目黒区長宛て

住所目黒区上目黒2－19－15

目黒区総合庁舎別館6階

団体名エコライフめぐる推進協会

氏名些理事長相馬熊郎 ⑳
ｰ
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法人（団体）の概要
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事 項 内 容

法人（団体)名 エコライフめぐる推進協会

代表者名 理事長相馬熊郎

本社所在地 目黒区上目黒2－19－15 目黒区総合庁舎別館6階

設立年月日 平成7年2月17日(平成17年2月11日名称変更）

設立趣旨

協会は、限りある地球資源とかけがえのない地球環境を保全していくため

に、区民及び事業者並びに行政のそれぞれの役割を分担し、広く主体的な

参加を得て協働しながら、資源及びエネルギーの多消費型の生活様式や事

業活動を見直すとともに、それらを有効に活用するなど、環境への負荷を

できる限り低減する活動を効果的に推進することにより、環境と人間が調

和した地域を実現し、持続可能な社会の形成に寄与することを目的とする。

(※定款・寄附行為・規約・会則等を添付）

資 本金 0円 従業員数 14人

収支の状況
別添資料のとおり

(※貸借対照表・損益計算書又は収支計算書を添付）

主な事業概要

（1） 区民の環境配慮活動に係る啓発普及・相談に関すること。

(2．） 区民の環境配慮活動の支援、ネットワークづくり及び総合調整に関

すること。

（3） 環境配慮活動の調査・研究に関すること。

（4） 区民の資源回収及び再利用の促進に関すること。

（5） 目黒区エコプラザの管理業務に関すること。

（6） 目黒区から受託して行う事業等。

主な事業経歴

（1）平成7年設立当初は、資源の分別回収・集団回収、資源化促進などごみ

の発生抑制・リサイクルの推進を地域に展開した。

（2）平成17年以降は、環境保全全般にわたる事業を展開している。

（3）平成18年度から平成20年まで及び平成21年度から平成25年度まで､目

黒区立エコプラザの指定管理者として運営管理を行い､平成26年度か

ら平成30年度まで目黒区エコプラザの指定管理者として運営･管理を

行っている。

主な関連会社等
なし

類似施設等の

管理運営実績 なし
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再委託業務計画書

平成30年7月25日

目黒区エコプラザの指定管理者の指定を受けるにあたり、再委託業務計画

の予定はありません。
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目黒区長宛て

住所目黒区上目黒2－19－15

目黒区総合庁舎別館6階

団体名エコライフめぐる推進協会

氏名理事長相馬熊郎⑳
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目黒区エコプラザ指定管理者事業計画書

申込年月日 年 月 日

様式にあっては募集要項の評価基準を参考に記載してください。
9

1指定管理事業に関する基本的な方針

①理念、方針

‘ 目黒区エコプラザは、資源及びエネルギーの有効利用等環境への負荷の低減に関する普及啓発

及び環境への負荷の低減に関する区民等の自主的活動の支援を行なうことにより、地域及び地球

の環境保全に資するため、設置された施設である。

エコライフめぐる推進協会は、 「環境と人間の調和した地域社会の実現」に向けて、継続して

環境保全活動の普及・啓発に取り組み、地域に芽生えた環境保全活動のネットワークを構築して

いくことを基本目標としている。協会は、地域に芽生えた環境保全活動が相互に連携・協力し、

環境を守り育むまちづくりの基盤となり、区民一人ひとりのエコな生活スタイルの転換に寄与す

べく事業を推進している。

このような理念の下、目黒区エコプラザ指定管理事業の取り組みにあたっては、個人、団体及

び事業者の主体的な参加につながるよう目黒区エコプラザを拠点として目黒区エコプラザ条例

に基づき様々な環境分野で事業展開していく。また、地域の団体や事業者との協働や他の公共施

設等を活用した事業など、多様な展開ができるよう配慮し、当協会の自主事業とも連携して、区

民等の環境保全活動の活性化を目指して、指定管理の事業運営に取り組んでいく所存である。
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団 体 名 エコライフめぐる 往制 ;協会

団体所在地 目黒区上目黒2－19－15総合庁舎別館6階

代表者名 相馬熊郎 ｜設立年月日|平成7年2月17日

担当者所属・氏名 エコライうめく’ろ推進協会事務局新戸景子

電話番号 03-3715-7835 FAX番号 03-3715-8826

e･mailアドレス eco雌ﾖ･meguroCafwakwak・COrn

ホームページURL htms:Wwbecolit-meguro・com



②施設運営を行う応募動機や意欲について
』 、

当協会は平成7年リサイクルプラザ設立当初から管理運営を目黒区から受託して行うている。

この間リサイクルプラザからエコプラザヘの事業変更にも対応し､施設の設置目的である環境保

全に関する普及啓発や､区民の自主的な環境保全活動への動機付け､さらに区民や事業者の環境
， 、 ． ， ． ・ ず ； ,._ ‐ i ・ ， 、 ・ ； ゞ ‐ ‘ ． 。 、 ：

保全活動への支援や協働事業を通じて地域の環境保全に蜜するよぢ努めてきた。

「目黒区環境基本計画」 （平成29年3月改定)では、重点的に取り組むテーマとして｢一人ひ

とりの自主的な行動を促す｣取り組みを掲げているが､当協会会則の目的の要旨は、 「環境と人
間の調和した地域社会の実現jであり、このﾃｰﾏに沿うものである。
このﾃｰﾏの取り組みをさらに推進していくにあたり、 ≧｢わた%Ljから始めて｢みんな｣で取
り組むだめの支援として､現窪当懲会では自主事業においでリサイクルショップの収益金を活

： ‘

に対して、エコサポーター制度を設け講座修了後の活動支援を行うと共に、エコプラザ内のシル

バーアトリエの跡地を活用して新たな仲間づくりの場を提供している。

今後、エコプラザ事業である普及啓発活動や環境保全活動への支援・協働事業等をさらに発展

させるために、エコプラザ事業や当協会自主事業を通じて、環境保全活動団体とのネットワーク

の構築を図りながら、個々の団体活動の支援や協働事業を推進していく。また、区とも密接に連

携・協力しながら、以下の取り組みを重点的に行っていく。

ア環境推進員の養成

平成28年度から、環境推進員養成事業が目黒区エコプラザ事業となったことから、指定管理

者である当協会が環境推進員養成講座、ステップアップ講座を実施している。平成28年度、29

年度の修了生においては、新たな環境保全活動団体として1団体が結成されている。現在、その

他にも団体結成の動きがある。

また、エコサポーター制度の下、協会とエコサポーターとは協会及び各団体の活動の案内やボ

ランティア活動への参加などについて、常に情報交換することによって、信頼関係を育んできた

ことから、今後とも継続して、環境保全活動を行う人材の育成に効果的な環境推進員養成講座の

運営及び修了生に対する支援を行なっていく。

イ地域における環境保全活動のコーディネr－ター

当協会は、地域における環境保全活動のコーディネーターとして、環境保全活動団体とのネッ

トワークの構築を図りながら、団体活動の支援、協働事業を進めている。

具体的には、 「エコまつりめぐる」や「環境保全活動団体報告会及び交流会」である。 「エコまつ

りめぐる」はエコプラザのPRを兼ねて、田道ふれあい館全体を会場として実施している｡ 「環

境保全活動団体報告会及び交流会」はエコプラザ活動室を会場として実施している。両事業とも

多くの環境推進員養成講座修了生が参加する事業である。今後も、更にネットワークが広がるよ

う交流の機会を工夫し推進していく。

ウひとづくり

「目黒区環境基本計画」では、重点的に取り組むテーマとして「一人ひとりの自主的な行動を

促す」を掲げている。当協会会則の目的の要旨は、 「環境と人間の調和した地域社会の実現」で

あり、このテーマに沿うものである。当協会では自主事業として「わたし」から始めて「みんな」

で取り組むための支援として、 リサイクルショップの収益金を活用し、地域における環境保全活

動に対して助成を行っている。この助成を受けている団体は、環境推進員養成講座修了生を中心

に結成された団体であり、指定管理事業と自主事業を連携して環境保全活動支援を行なってい
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